
技術センターの再編 
 

多様化した技術に対応しながら、車両メンテナンスにおけるモードチェンジを実現するため、首都圏本部の各

総合車両センターに所属している技術センターを技術ユニットへ再編する。 

※下図は再編の一部です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理 41 2 43 41 2 43

一般 301 10 311 295 10 305

管理 36 1 37 36 1 37

一般 169 4 173 154 4 158

管理 19 1 20 18 1 19

一般 70 1 71 68 1 69
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管理 36 1 37 35 1 36

一般 154 4 158 153 4 157

※業務の繁閑等に応じて1日当りの出面数（作業ダイヤ数）を柔軟に設定する。

※上長の指示で管理者が一般社員の業務を行うことや一般社員が管理者の業務を行う場合がある。

※東京総合車両センター及び大宮総合車両センターは「2024年3月ダイヤ改正等について」において示した変更後の体制を現行欄

に記載している。
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「２０２４年度総合車両センター業務量等について」 

提案を受ける（その②） 

東京総合車両センター 

電子機器技術センター 

東京総合車両センター 

電機・電子機器技術ユニット 

大宮総合車両センター 

台車輪軸技術センター 
長野総合車両センター 

材料技術センター 

大宮総合車両センター 

走行装置技術ユニット 
※長野総合車両センター内の装置も使用 

その③へ 


